
限
ら
れ
た
財
産
を
有
効
に
、
市

民
生
活
の
向
上
に
役
立
て
る
た

め
、
生
活
関
連
予
算
や
新
規
事

業
は
市
民
に
公
開
し
、
広
く
意

見
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
合
政
策
部
長

検
討
が
必
要

で
あ
り
、
先
進
市
の
状
況
を
踏

ま
え
、
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

救
急
救
命
士
の
行
動
に
つ
い
て

議
員

平
成
１５
年
か
ら
救
急
救

命
士
は
、
医
師
の
指
示
を
待
た

ず
、
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
る
除＊
細
動
の
実
施
が
可
能

に
な
っ
た
が
、
本
市
の
対
応
は
。

消
防
長

高
規
格
救
急
車
が
本

署
や
各
分
署
に
配
置
さ
れ
、
救

急
救
命
士
は
14
名
で
、

１
名
が
同
乗
で
き
る

体
制
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
15
年

７
月
よ
り
包
括
的
指

示
の
下
で
除
細
動
を

実
施
し
て
お
り
、
15

年
の
出
動
は
４
９
１

４
件
、
除
細
動
が
８

人
、
気
道
確
保
41
人

で
す
。
ま
た
、
住
民

の
応
急
手
当
の
普
及

啓
発
活
動
を
促
進
し

ま
す
。

と
は
、
大
変
重
要
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
行
政
を

運
営
す
る
上
で
、
若
い
人
に
魅

力
あ
る
市
政
運
営
を
行
い
、
政

治
・
地
域
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
投
票
に
結
び
つ
く
よ
う
、

担
当
も
含
め
て
頑
張
り
ま
す
。

選
管
事
務
局
長

②
増
設
は
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
管
理
執

行
の
面
で
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
は

適
切
な
施
設
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
築
年
数
の
多
い
マ
ン
シ
ョ
ン

ほ
ど
、
投
票
率
は
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

予
算
編
成
過
程
の
透
明
化
を

議
員

市
民
の
目
に
す
る
予
算

は
、
決
定
し
た
予
算
書
で
あ
る
。

議
員

県
内
で
、

窓
口
払
い
を
廃

止
し
て
い
る
市

町
村
が
１６
市
町

村
あ
る
。
戸
田

市
で
も
廃
止
す

べ
き
で
は
。

福
祉
部
長

窓

口
払
い
の
廃
止

に
つ
い
て
は
、

医
療
費
の
増
加

に
つ
な
が
る
こ

と
に
よ
る
国
庫

補
助
金
の
減
額
、

社
会
保
険
組
合
等
に
お
け
る
付

加
給
付
の
市
費
負
担
等
、
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う

な
方
法
が
よ
い
か
、
検
討
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

議
員

実
施
時
期
を
見
通
し
て

の
具
体
的
検
討
か
。

福
祉
部
長

真
摯

し
ん
し

に
受
け
止
め
、

検
討
し
て
お
り
ま
す
。
実
施
時

期
に
つ
い
て
は
、
答
弁
を
差
し

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

学
童
保
育
室
の
入
室
見
込
み
は

議
員

新
年
度
の
学
童
保
育
室

の
入
室
希
望
者
へ
の
対
応
と
、

議
員

住
宅
の
改
修
を
考
え
、

耐
震
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
な
ど
、
住
ま
い

の
リ
フ
ォ
ー
ム
要
望
が
あ
っ
て

も
、
工
事
費
用
な
ど
の
問
題
で

悩
ん
で
い
る
方
も
多
い
。

県
下
１６
自
治
体
で
制
度
化
さ

れ
て
喜
ば
れ
て
い
る
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
、
本
市
で

も
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長

助
成
制
度
を

実
施
し
て
い
る
県
内
の
自
治
体

で
は
、
市
内
業
者
が
実
施
す
る

こ
と
を
条
件
に
、
個
人
住
宅
の

改
修
工
事
に
対
し
、
経
費
の
一

部
を
助
成
す
る
こ
と
で
、
市
民

の
消
費
を
促
し
、
市
内
の
景
気

の
活
性
化
を
図
り
、
併
せ
て
、

居
住
環
境
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

他
市
の
状
況
も
参
考
に
し
、
耐

震
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど

リ
フ
ォ
ー
ム
目
的
に
応
じ
て
、

住
宅
の
質
の
向
上
と
い
う
観
点

か
ら
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
実

施
す
べ
き
か
、
融
資
・
助
成
制

度
と
も
併
せ
、
関
係
課
と
協
議

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

障
害
者
医
療
に
つ
い
て

議
員

「
障
害
者
医
療
費

支
給
を
受
け
て
い
る
が
、

窓
口
払
い
を
な
く
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
強
い
声
が

あ
る
が
、
ど
う
か
。

福
祉
部
長

重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
制
度

は
、
本
市
に
住
所
を
有
す

る
重
度
心
身
障
害
者
が
、

病
院
で
診
療
を
受
け
た
と

き
に
、
各
種
保
険
制
度
に

よ
る
医
療
費
本
人
負
担
分

を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

対
象
は
、
身
体
障
害
者
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�市内業者優先 自動交付機

児童虐待防止対策 学童保育

防犯対策
窓口払いの廃止

青木　宏之　議員�

投票率低下�投票率低下に�
　　　　　歯止めの対策は�

多様なニーズに�
　　　対応した

住宅リフォーム助成制度

　　　「敬老自治体宣言」

習熟度別授業 民間委託
収納率の向上�

彩の国まごころ国体

条例化

宿泊所への対応

�市内業者優先 自動交付機

児童虐待防止対策 学童保育

防犯対策
窓口払いの廃止

投票率低下 多様なニーズに�
　　　対応した

庄司　　慎　議員�

住宅リフォーム助成制度�住宅リフォーム助成制度を�
　　本市でも導入すべきでは�

　　　「敬老自治体宣言」

習熟度別授業 民間委託
収納率の向上�

彩の国まごころ国体

条例化

宿泊所への対応
手
帳
一
級
か
ら
三
級
、
知
的
障

害
者
手
帳
狢
、
Ａ
、
Ｂ
の
障
害

者
で
す
。
本
市
で
は
、
平
成
10

年
度
よ
り
「
申
請
の
簡
素
化
方

式
」
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

窓
口
払
い
を
な
く
す
こ
と
で

は
、
東
京
都
や
県
下
一
部
自
治

体
で
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
医

療
機
関
の
住
所
地
に
よ
る
取
り

扱
い
の
違
い
や
、
健
康
保
健
組

合
等
の
付
加
給
付
の
扱
い
な
ど

問
題
が
多
々
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
、
調
査
、
研
究
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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＊　除細動＝心臓に電気ショックを与えて、不整脈を除去すること

議
員

ア
メ

リ
カ
の
図
書

館
で
は
、
時

代
の
要
請
、

市
民
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に

こ
た
え
て
、

読
書
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
だ

け
の
活
動
か

ら
、
各
種
デ

ジ
タ
ル
情
報

の
提
供
、
ビ

ジ
ネ
ス
支
援
、

地
域
と
密
着

し
た
情
報
サ

ー
ビ
ス
な
ど
、
多
様
な
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。

戸
田
市
の
図
書
館
の
、
今
後

の
発
展
方
向
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
。

教
育
部
長

図
書
館
に
お
き
ま

し
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
蔵
書
の
検
索
、
リ
ク
エ

ス
ト
等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
さ
ら
に
情
報
発
信

の
拠
点
と
し
、
学
校
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

機
能
の
充
実
を
図
り
、
図
書
館

が
地
域
の
独
自
性
を
生
か
し
た
、

個
性
豊
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
、「
情
報
化
・
共
有
化
・
効
率

化
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
利
用

者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

住
民
票
な
ど
の
自
動
交
付
機

を
駅
に
設
置
で
き
な
い
か

議
員

市
民
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
埼
京
線
の
市
内

３
駅
に
、
住
民
票
な
ど
の
自
動

交
付
機
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長

住
民
票
や
印

鑑
登
録
証
明
書
の
自
動
交
付
機

の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
市

町
村
の
「
公
共
施
設
内
」
だ
け

で
な
く
、
都
道
府
県
ま
た
は
国

の
施
設
と
規
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。し

か
し
、
特
例
が
設
け
ら
れ

て
お
り
、
特
区
の
認
定
を
受
け

る
ほ
か
、
総
務
省
の
通
知
に
よ

り
、
自
動
交
付
機
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
機
能
の
強
化
を
図
っ
た
上

で
「
試
行
事
業
」
と
し
て
、
公

共
施
設
以
外
へ
の
設
置
も
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
駅
の
自
動
交
付
機
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
駅
の
コ
ン
コ

ー
ス
、
テ
ナ
ン
ト
の
ビ
ー
ン
ズ

へ
の
設
置
な
ど
、
あ
る
程
度
の

方
向
性
が
見
え
た
早
い
時
期
に
、

Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

�市内業者優先 自動交付機

児童虐待防止対策 学童保育

防犯対策
窓口払いの廃止

投票率低下

望月　久晴　議員�

多様なニーズに�
　　　対応した�
利用者の多様なニーズに�
　　　対応した図書館運営を�

住宅リフォーム助成制度

　　　「敬老自治体宣言」

習熟度別授業 民間委託
収納率の向上�

彩の国まごころ国体

条例化

宿泊所への対応

▲情報発信の拠点として期待される図書館

▲住宅リフォーム助成制度導入で居住環境の向上を

入
室
見
込
み
は
。

教
育
長

希
望
者
が
定
員
を
超

過
し
て
い
る
保
育
室
も
あ
り
ま

す
が
、
指
導
員
の
増
員
な
ど
に

よ
り
、
申
込
者
全
員
が
入
室
で

き
る
よ
う
事
務
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

青
少
年
の
居
場
所
づ
く
り
を

議
員

①
新
年
度
の
青
少
年
育

成
に
お
け
る
課
題
と
目
標
は
。

②
青
少
年
の
居
場
所
づ
く
り
の

推
進
を
。

教
育
長

①
青
少
年
健
全
育
成

は
、
地
域
、
家
庭
、
学
校
、
行

政
に
よ
る
連
帯
の
強
化
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

②
青
少
年
の
居
場
所
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
新
年
度
、
文
部
科

学
省
の
「
こ
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
新
プ
ラ
ン
」
の
一
事
業
と

し
て
「
地
域
子
ど
も
教
室
推
進

事
業
」
の
委
嘱
事
業
が
通
知
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
と

併
せ
て
実
施
し
た
い
と
考
え
ま

す
。今

後
は
、
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
市
民
の
協
力
を
仰
ぎ
、

事
業
内
容
を
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一 般 質 問

▲順調に育ってますね（乳幼児健診）

▲救急隊による除細動も組み入れた救命活動訓練

議
員

本
市
の
選
挙
の
投
票
率

は
、
全
国
的
に
大
変
低
い
。
特

に
若
年
層
が
政
治
に
無
関
心
だ
。

①
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
は
、
国
政
・
市
政
の
選
挙
投

票
行
動
か
ら
始
ま
る
の
で
は
。

②
若
い
人
た
ち
が
投
票
し
や
す

い
よ
う
に
、
利
便
性
を
考
え
た

投
票
所
の
増
設
や
、
期
日
前
投

票
所
に
４
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利

用
な
ど
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

③
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
の
投
票
行

動
の
実
態
は
ど
う
か
。

市
長

①
投
票
率
を
上
げ
る
こ


